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➢ 物体に働く力が，物体の原点からの距離に比

例し，かつ引力である問題を考える．運動を 1

次元に限れば，物体は「単振動」を行う． 

 

➢ 最もありふれた，基本的な単振動はばねとお

もりの運動． 

 

➢ 物体の質量を m，位置を x，復元力を−kxとするとき，運動方程式は以下の様になる． 

mx kx= −         (1)  

単振動の微分方程式の解は暗記する．微分方程式を�̈� = −𝜔2𝑥と書き直し，一般解は 

 cos( ) sin( )x A t B t = +   (A，Bは定数)    (2) 

三角関数の公式を使い，(2)式は以下のようにも書ける． 

cos( )x C t = +  (ω，δは定数)     (3) 

 

➢ 振り子の振動は，まず軌道に沿った座標系𝑠を設定する．

「力の軌道に沿った成分」に対して運動方程式を立てる

と， 

sin( )ms mg = −      (4) 

この後，従属変数を θか𝑠かのどちらかに置き換えると，

どちらにしても単振動の運動方程式を得る． 

 

➢ 𝑠と𝜃の関係は，𝑠 = 𝐿𝜃． 

 

➢ 振り子の微分方程式は非線形で，容易には解けない．しか

し振幅が小さいときはsin𝜃 ∼ 𝜃の近似が使え，運動方程式が線形になる． 

 

➢ LC直列回路の電流は，キルヒホッフの法則を用いて 

     (5) 

と書ける．積分を含むこの方程式は「積分方程式」．こ

のままでは解けないので，両辺を時間で微分すると，2階の微分方程式を得る． 

 

➢ 復元力の他に一定の力(重力など)が働く問題は「2 階線

形非斉次微分方程式」．教科書通り，斉次形の一般解と

非斉次形の特殊解を出し，最後に足す． 

 

➢ 非斉次項が定数𝐾のとき， 

�̈� + 𝜔2𝑥 = 𝐾 

𝑥 = 𝐾/𝜔2 
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